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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

下
田
街
道

第
37
回

は
じ
め
に

　

下
田
市
は
、
静
岡
県
の
南
東
部
、
伊

豆
半
島
の
南
部
東
側
に
位
置
し

て
い
る
。
天
城
山
系
か
ら
続
く

急き
ゅ
う
し
ゅ
ん

峻
な
山
々
と
約
47
㎞
に
及

ぶ
海
岸
線
は
、
下
田
を
特
徴
付

け
る
美
し
い
景
観
を
形
成
し
て

い
る
。
特
に
海
上
か
ら
は
、
緑

豊
か
な
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
や

海
に
突
き
出
し
た
岬
、
岩
の
小

島
な
ど
に
演
出
さ
れ
る
下
田
固

有
の
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
古
来
よ
り
こ
の
入
江
を
活

か
し
て
、
港
町
が
形
成
さ
れ
、

幕
末
の
時
代
に
は
日
米
和
親
条

約
に
よ
り
下
田
が
開
港
場
と

な
っ
た
。
毎
年
５
月
に
は
、
下

田
開
港
を
記
念
し
て
、
日
米
交
流
の
黒

船
祭
が
開
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。

下
田
街
道
の
風
景

　

下
田
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
下
田
路

と
呼
ば
れ
、
天
城
山
を
挟
ん
だ
北
伊
豆

と
南
伊
豆
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
あ
っ

た
。
下
田
街
道
の
成
立
時
期
を
断
定
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
下
田
が
南
伊

豆
の
中
心
と
し
て
成
立
し
て
く
る
室

町
時
代
以
降
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

下
田
街
道
の
経
路
は
、『
豆ず
し
ゅ
う
し
こ
う

州
志
稿
』

に
よ
る
と
東
海
道
三
島
宿
か
ら
始
ま

り
、
諸
村
を
通
過
し
た
後
、
天
城
山
を

越
え
河
津
の
梨
本
、
小
鍋
峠
を
越
え
て

下
田
市
内
へ
と
入
り
、
稲い
な
ず
さ梓

地
区
を
経

過
し「
旧
下
田
町
」と
呼
ば
れ
る
終
点
の

下
田
地
区
へ
と
通
ず
る
。
川
端
康
成

『
伊
豆
の
踊
子
』
の
「
重
な
り
合
っ
た

山
々
や
原
生
林
や
深
い
渓
谷
の
秋
に
見

と
れ
な
が
ら
…
」
は
、
下
田
街
道
の
風

景
を
的
確
に
描
写
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

嘉
永
６
年
、
米
国
ペ
リ
ー
艦
隊
が
日

本
に
開
国
を
迫
っ
た
幕
末
期
、
日
本
を

含
む
世
界
の
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る

時
代
と
な
っ
て
は
、
幕
府
要
人
が
こ
の

下
田
街
道
を
通
り
、
下
田
に
お
い
て
重

要
な
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
日
本

初
の
領
事
館
で
あ
る
米
国
領
事
館
が
下

田
市
柿
崎
の
玉
泉
寺
に
設
置
さ
れ
、
日

米
修
好
通
商
条
約
を
締
結
す
べ
く
、
総

領
事
ハ
リ
ス
は
こ
の
下
田
街
道
を
通

り
、
江
戸
へ
向
か
っ
た
。
石
川
さ
ゆ
り

の『
天
城
越
え
』で
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
急
峻
な
天
城
山
を
越
え
る
こ
と
が

こ
の
街
道
の
最
大
の
難
所
で
あ
っ
た
。

そ
の
天
城
と
並
ぶ
難
所
と
さ
れ
て
い
た

豊
か
な
自
然
と
歴
史
を
活
か
し
た

下
田
の
ま
ち
づ
く
り

下し
も
だ田

市
長（
静
岡
県
）　
福ふ

く

い井
祐ゆ

う
す
け輔
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の
が
、
小
鍋
峠（
河
津
町
〜
下
田
市
）で

あ
る
。
ハ
リ
ス
の
日
記
に
は
、
こ
の
小

鍋
峠
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
記
述
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
明
治
に
な
る
と
、
馬
車
や

人
力
車
の
普
及
に
よ
っ
て
下
田
街
道
の

利
用
が
増
え
、
昭
和
30
年
代
以
降
は
、

自
家
用
車
の
普
及
に
伴
い
、
伊
豆
へ
観

光
に
来
ら
れ
る
方
々
に
多
く
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
。

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
と 

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　

下
田
街
道
の
よ
う
に
伊
豆
を
縦
断
す

る
道
路
は
、
現
代
に
お
い
て
も
大
変
重

要
な
路
線
で
あ
り
、
こ
の
下
田
街
道
と

並
行
す
る
ル
ー
ト
で
、
伊
豆
縦
貫
自
動

車
道（
以
下「
縦
貫
道
」と
呼
ぶ
）の
建
設

が
国
土
交
通
省
所
管
で
進
ん
で
い
る
。

縦
貫
道
は
、
沼
津
市
か
ら
本
市
ま
で
を

結
ぶ
、
東
名
高
速
道
路
と
直
結
し
た
高

規
格
幹
線
道
路
で
あ
る
。
縦
貫
道
全
線

開
通
時
に
は
、
移
動
時
間
の
短
縮
に
よ

り
、「
観
光
滞
在
時
間
の
増
加
」、「
通

勤
圏
の
拡
大
」
等
が
期
待
さ
れ
る
。
本

市
で
は
、
こ
の
縦
貫
道
全
線
開
通
時
を

見
据
え
て
、「
訪
れ
た
い
ま
ち
・
暮
ら

し
た
い
ま
ち
下
田
」
を
目
指
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

下
田
街
道
の
終
点
と
な
る
旧
下
田
町

に
は
、
通
称
ペ
リ
ー
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ

て
い
る
、
か
つ
て
ペ
リ
ー
艦
隊
が
、
条

約
交
渉
の
場
と
な
っ
た
下
田
市
了
仙
寺

に
入
場
す
る
際
に
通
っ
た
道
が
あ
る
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
建
築
物
が
混
在

し
た
特
別
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
て
、

近
年
で
は
、
了
仙
寺
、
下
田
公
園
と
並

ん
で
観
光
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
ペ
リ
ー
ロ
ー
ド
か
ら
続
く
港
エ

リ
ア
を
、
港
の
風
景
を
活
か
し
た
心
地

よ
い
特
別
な
空
間
と
な
る
よ
う
整
備

し
、
街
道
終
点
の
旧
下
田
町
が
い
つ
ま

で
も
活
気
あ
る
場
所
で
あ
る
よ
う
に
、

回
遊
性
を
高
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
皆
さ
ま
に
豊
か
な
自
然
や
歴

史
を
、
体
験
を
通
じ
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
総
合

案
内
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
は
載
っ
て
い
な
い
、
地
元
の

人
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
本
物
の
体

験
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
。

　

今
後
さ
ら
に
進
み
ゆ
く
縦
貫
道
の
整

備
を
促
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
下
田

街
道
、
こ
れ
ま
で
本
市
が
重
ね
て
き
た

歴
史
・
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
人

口
減
対
策
、
観
光
業
の
振
興
を
主
体
と

し
た
経
済
活
性
化
を
図
り
、
暮
ら
し
た

い
、
訪
れ
た
い
場
所
と
な
る
よ
う
、
下

田
の
ま
ち
づ
く
り
に
着
々
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

明治・大正・昭和の建造物が混在するペリーロード

一
口
メ
モ

下田街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

　

江
戸
時
代
の
大
幹
線「
東
海
道
」と
三

嶋
大
社
門
前
で
分
か
れ
、
三
嶋
大
社
の

大
鳥
居
を
起
点
に
北
条
（
寺じ

け家
）
大
仁
・

湯
ヶ
島
を
通
り
、
唄
に
も
歌
わ
れ
た
天

城
峠
を
越
え
て
梨
本
に
至
り
、
さ
ら
に

小
鍋
峠
を
越
え
、
箕
作
・
河
内
を
経

て
港
町
・
下
田
に
至
る
約
70
㎞
の
脇

街
道
。

　

沿
線
に
は
、
北
条
氏
に
ま
つ
わ
る

歴
史
が
重
層
す
る
北
条
の
里
（
伊
豆

の
国
市
）、
修
善
寺
温
泉（
伊
豆
市
）、

街
道
を
旅
す
る
人
に
賞
さ
れ
た
河
津

七
滝
（
河
津
町
）、
下
田
市
内
に
は
、
吉

田
松
陰
ゆ
か
り
の
蓮
台
寺
温
泉
な
ど
も

あ
り
、
幕
末
の
緊
迫
し
た
状
況
下
、
日

本
史
に
名
を
残
す
内
外
の
人
物
が
江
戸

へ
往
来
し
た
重
要
な
道
で
あ
る
。

下
田
街
道

駿
河
湾

相
模
湾

静岡県
三島東海道

修善寺

天城峠

梨本

下田

歴
史
を
変
え
、
文
豪
を
魅
了
し
た
伊
豆
の
街
道


